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◇◇近畿病院図書室協議会◇◇

平成25年度第４０回総 会 報 告

Ｆ Ｚｄ

日時：平成26年３月２０日（木）

１３：００～１４：３０

会場：キャンパスプラザ京都２階第一会議室

虎 Ｚｄ

総会プログラム

開会

ｌ会長挨拶

２議長・副議長・書記選出

識長：春日井泉江

副議長：深井鮎美

書記：武田昭子

３議案審議

ｌ）平成25年度活動報告

２）平成25年度会計・監査報告

３）審議事項

４）平成26年度活動方針

５）平成26年度事業計画

６）平成26年度予算

７）平成26年度役員改選結果

幹事：井上智奈美（三菱京）

川野填樹（京二赤）

寺淫裕子（関労災）

事務局会計兼任

畑美之（阪警察）

藤原純子（音羽病）

松井美抄枝（大労災）

事務局総務兼任

監査：石川尚子（住友）

森仁那（滋賀医）

(選挙管理委員：山口智子（奈社病）

田中浩章（神労災)）

８）平成26年度会長・事務局長承認結果

会長：井出千束氏（藍野大学中央図書

館長）

事務局長：増田徹（藍野大）

（議案3)～8）は審議の結果承認された）

閉会

総会員数：120機関（うち議決権116機関）

出席：３３機関

委任状：６３機関

合計：９６機関（会員の２/３以上の数をみ

たし総会成立）

議案Ｉ・平成25年度活動報告

平成25年度も、例年同様の事業活動が行えた。

研修会３回、勉強会２回、三図協シンポジウム

１回と交流会２回を開催し、内容においても十

分なものを行うことができた。会誌も独創的な

特集や連載を組み、年４回発行した。今後は発

行頻度を抑えるので、発行の遅れも自然と取り

戻すこととなる。統計調査は平成25年度が簡易

調査の年で、82.9％という高い回答率で回答を

得ることができた。ホームページについては、

とりわけ会員専用ページの改修を進めており、

完成すれば新たな会員間のコミュニケーション

ツールとして活用されることになるであろう。

目録は平成25年度よりKITOcatという形でス

タートしたが、これまでと変わりなく利用され

ている。

１－１．協議会の運営

１－１－１．会員の状況

会員数：120機関（会員116、賛助会員４）

（平成26年２月現在）

入会：ｌ機関りん<う総合医療センター

退会：２機関京都南病院、独立行政法人

科学技術振興機構（賛助会員）
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強制退会：４機関東大阪生協病院、兵庫県

立塚口病院、高砂西部病院、奈良

県立奈良病院

１－１－２．役員会

1．活動報告

２０１４年２月１４日、藍野大学において平成２５

年度役員会が開催された。参加者は６名。役員

会資料（平成25年度議案書草案）に沿って議事

進行し、平成25年度の活動報告、会計報告を審

議し、一部語句の修正を加えて了承された。ま

た、平成26年度の活動方針案、事業計画案、予

算案についても同様に審議され、追加．訂正を

加えて総会に諮ることになった。

次に、平成２６年度会長については井出千束

藍野大学中央図書館長が選出された。また、事

務局長には増田徹（藍野大）が再選された。会

則に則り、それぞれ今年度の第４０回総会に諮る

ことになった。

2．平成25年度役員

会長： 井出 千束 （藍野大学中央図書館

長）

事務局長：増田徹（藍野大）

幹事：井上智奈美（三菱京）

川野員樹（京二赤）

寺津裕子（関労災）

事務局会計兼任

畑美之（阪警察）

藤原純子（音羽病）

松井美抄枝（大労災）

事務局総務兼任

監査：石川尚子（ 住 友 ）

森仁那（ 滋賀医）

１－１－３．幹事会

1．活動報告

４回の幹事会を開催し、会の運営にあたった。

第１回２０１３年４月１５日（月）大阪５名

第２回２０１３年７月２９日（月）大阪６名

第３回2013年１０月２１日（月）大阪７名
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第４回２０１３年１月２１日（火）大阪７名

１－１－４．事務局

1．活動報告

（１）総会・役員会・幹事会の開催

(2)会計業務ならびに関係書類の整備

(3)ニュースレターの配信

２１号（平成25年３月８日）

前年度総会議案書送付後の配信

２２号（平成25年５月２２日）

２３号（平成25年６月１０日）

２４号（平成25年８月２３日）

２５号（平成25年１０月１５日）

２６号（平成25年１１月２６日）

２７号（平成26年２月２７日）

(4)交流会の開催

第６回交流会in大阪（平成25年６月２２日）

参加者：２１名

第７回交流会in大阪（平成25年１０月２６日）

参加者：１３名

(5)電子ジャーナルのコンソーシアム価格の提案

３社（EBSCO、新日本法規、サンメデイア）

のコンソーシアム価格提案資料を、８月１２日

および１０月１１日に会員に送付｡

(6)対外活動

日本病院ライブラリー協会より、ネットワー

ク会議として「各ネットワークの統計調査の内

容について」の調査依頼があり回答した（平成

２５年９月)。

(7)総会記念講演

日程：平成26年３月２０日（木）

時間：１４時45分～１５時45分

場所：キャンパスプラザ京都２階第一会議室

演題：今は昔、病図協が若かった頃

近畿病院図書室協議会初代事務局長

（元星ケ丘厚生年金病院図書室）

首藤佳子氏
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１－２．各部からの報告

１－２－１．研修部

1．活動報告

２回の勉強会、３回の研修会、１回の共催シン

ポジウムを開催した。

（１）研修企画

第３６回勉強会

日程：２０１３年７月２０日（土）

時間：１２時30分～１７時００分

場所：神戸労災病院７階大会議室

テーマ：新任者研修

プログラム：

①近畿病院図書室協議会について

藍野大学中央図書館増田徹氏

②病院図書館の基本業務（整理と保管）

洛和会音羽 病院図書室藤原純子氏

③文献入手（ILL）について

京都桂病 院 図 書 室 椎 木 淳 美 氏

④KITOcatの使い方

目録サポートチーム川野填樹氏

⑤神戸労災病院図書室見学

講師：事務局長・目録サポートチーム部長・

研修部員

参加者：１８名

第３７回勉強会

日程：２０１３年１２月７日（土）

時間：１３時30分～１６時30分

場所：京都桂病院図書室

テーマ：図書、雑誌の修理

講師：藤原孝氏（京都ノートルダム女子

大学司書課程非常勤講師：「図普の修

理と製本」を担当）

参加者：８名

平成25年度日本医学図書館協会近畿地区会、日

本薬学図書館協議会近畿・中四国・九州地区協

議会、近畿病院図書室協議会共催シンポジウム

日程：２０１３年１０月１８日（金）

時間：１２時30分～１６時30分

場所：大阪市立大学医学情報センター研修室

（あくのメデイックス６階）

テーマ：電子化される図書・文献の著作権を考

える一スマホ時代における著作権一

プログラム：

①Springerにおける著作権に関連するトピッ

クス

シュプリンガー・ジャパン株式会社

大中和茂氏

②実務で気になる著作権と著作権法、管理

団体の最近の動き

株式会社サンメデイア松下茂氏

③国立国会図書館の資料デジタル化事業と

著作権処理

国立国会図書館関西館水野湖彦氏

④医学部で犯しやすい著作権の問題点

関西医科大学山田久夫氏

⑤全体討議

参加者数：１３名（KHLA関係）

第１３１回研修会

日程：２０１３年９月２８日（土）

時間：１０時00分～１７時00分

場所：学校法人大阪滋慶学園大阪ハイテク

ノロジー専門学校２階ＰＣルーム

テーマ：やってみよう１診療ガイドライン検索

プログラム：

①プロダクトレビュー

株式会社サンメディア、

シュプリンガー・ジャパン株式会社、

EBSCOInternational、

株式会社医学書院、

OvidTechnologies、

ＮＰＯ医学中央雑誌刊行会、

エルゼビア・ジャパン株式会社、

ユサコ株式会社（当日発表順・敬称略）

②診療ガイドライン作成支援に必要な知

識・スキル・学び方

IndependentLibrarian小嶋智美氏

③ＪＭＬＡ診療ガイドライン検索事例

奈良県立医科大学附属図書館

大瀬戸貴己氏

④実習：やってみよう！診療ガイドライン
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検索

小嶋智美氏、大瀬戸貴己氏

山崎むつみ氏

⑤診療ガイドライン検索と病院図書室担当者

静岡県立静岡がんセンター医学図書館

山崎むつみ氏

参加者数：４２名（会員２５名、賛助会員６名、

会員外４名、講師・企業７名）

第132回研修会

日程：２０１４年２月８日（土）

時間：１２時30分～１６時４５分

場所：コープ・イン京都202号室

テーマ：病院図書室における機関リポジトリ

の可能'性

プログラム：

①機関リポジトリをする意味

大 阪 大 学附属図書館前田信治氏

②機関リポジトリの開設と維持運営につい

て一関西福祉大学リポジトリの事例一

関西福祉大学附属図書館西本朱美氏

③医学情報とリポジトリ

奈良県立医科大学附属図書館和田崇氏

④導入＆ランニングコスト

株式会社ア グレックス福田典雅氏

⑤パネルディスカッション「病院図書室に

おける機関リポジトリの可能性」

前田信治氏、西本朱美氏

和田 崇氏、福田典雅氏

参加者：２７名（講師４名、会員１８名、会員

外５名）

第１３３回研修会

日程：２０１４年３月２０日（木）

時間：１０時00分～１２時00分

場所：キャンパスプラザ京都２階第一会議室

テーマ：事例・研究報告会

プログラム：

①洋雑誌の電子ジャーナル化計画

大阪赤十字病院診療情報管理課

雨乞久美氏

②DynaMedとMEDLINEwithFullText
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および電子ジャーナルの導入とＩＬＬ件数

の変化

京都桂病院図書室椎木淳美氏

③病院機能評価・卒後臨床研修評価を受審

して

耳原総合病院医局事務課

江口純子氏

④KinkiWebcatからKITOcatへ－目録サ

ポートチームからの報告一

京都第二赤十字病院図書室

川野 填樹 氏

名古屋記念病院図書室

春日井泉江氏

松山市民病院図書室

高須賀京子氏

島根県立中央病院図書室

高橋員由美氏

⑤近畿病院図書室協議会ホームページの改

修点と使い方について

関西労災病院図書室寺漂裕子氏

三菱京都病院図書室井上智奈美氏

公立八鹿病院図書室前垣志穂氏

藍野大学中央図書館増田徹氏

石切生喜病院図書室松尾知香氏

(2)研修部会議

第１回２０１３年５月１９日（日）大阪５名

第２回２０１３年７月２０日（土）神戸４名

研修部会は、勉強会や研修会の前後の時間を

利用したほか、電子メール、近畿病院図書室協

議会コミュニティサイトにて会議を行った。

2．今年度総括

平成25年度の研修部は５名で活動した。平成

22年度から４年にわたり研修部員として協力さ

れた山口氏に代わり、谷口氏が新たに研修部に

加わった。どの部員も業務や家庭事情で多忙な

中、それぞれの得意分野を生かして研修部活動

に協力いただき、研修会・勉強会は例年と同じ

回数の開催となった。研修会・勉強会ともに例

年と同程度の参加者があったものの、できる限

り会員が負担なく参加できる時期の開催を目指
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したい。また、平成26年度は京阪神地区以外で

の研修会開催も実現させたい。

研修会・勉強会にはそれぞれ素晴らしい講師

にお越しいただき、参加者からも好評であった。

書籍、雑誌、インターネットなど情報や学びの

場は増えているが、やはり研修会で共に学ぶ図

書館員との出会い、交流から得られる学びや刺

激の素晴らしさを、改めて実感した１年であっ

た。平成26年度もさまざまな学びの場を作って

いきたい。

３．部員

部長：藤原純子（音羽病）

部貝：雨乞久美 （ 阪 日 赤 ）

椎木淳美（京都桂）

高橋育子（姫路マ）

谷口裕美子（八尾）２０１３年１１月～

山口智子（奈社病)～2013年１０

月末

１－２－２．会誌編集部

1．活動報告

会誌32巻２，３，４号および33巻１号を発行。

配布部数：２１８部（会員127､購読会員６５､交

換・寄贈２６）

印刷部数：各号300部

（１）会誌内容概略

32巻

２号（発行2013年５月５３頁）

特集：総会・事例報告会（第127回研修会）

図書館蔵書検索システムの紹介

文献複写業務にグループウェアを用いた効果

看護図書の分類法を考える

近畿病院図普室協議会とともに歩んだ社会

保険神戸中央病院図書室の３８年～近畿病院

図書室協議会の歴史を概観して～

３号（発行2013年８月４７頁）

特集：コメデイカル部門を知る其の参

診療放射線技師業務の紹介と病院図書館と

のかかわり

臨床心理士の巻

私たちの仕事一言語聴覚士（ST=Speech

languagehearingTherapist）

当院における微生物検査技師の役割

４号（発行2013年１０月４７頁）

特集：臨床支援ツール

ＵｐＴｏＤａｔｅについて

臨床支援ツールにふれてみようTheCochrane

Library（コクラン･ライブラリー）

DynaMedプロダクトレビュー

ＡＣＰＰＩＥＲについて

33巻

１号（発行2014年２月９８頁）

特集ｌ：図書館員の光る小ワザ集

特集２：総会・事例報告会

図書室引越顛末記

外国雑誌直接購入の試み

外国雑誌冊子体から電子ジャーナルヘーオ

ンラインジャーナルはこうして始まった

病院図書館と機関リポジトリ

総会記念講演：看護研究は何で行き詰まり、看

護研究者は何を求めているか

(2)シリーズ掲載

「使えるアプリ」

１．論文検索free

２．週刊医学界新聞モバイルアプリ

３．がん治療と食事

「図書館員のツボ」

２３．クラウドって？

２４．マニアな世界へようこそ!!!－ペイントソ

フト「Pixia」

２５．Officeのショートカットキー－Excel・

Ｗｏｒｄ・PowerPoint-

２６．病気と色

「Libpedia-よくわかる用語解説一」

６．拡張子

「ちょっとこぼれ話」

３７．（Vol､３２No.3）

３８．（Vol､32No.4）

３９．（Vol,３３No.l）

(3)掲載広告各社
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サンメディア

ユサコ

医学中央雑誌刊行会

丸善

(4)編集会議

第１回２０１３年５月２５日（土）茨木４名

第２回２０１３年８月４日（日）茨木５名

第３回２０１３年１１月３０日（日）茨木４名

第４回2014年１月１９日（日）大阪４名

2．今年度総括

平成25年度より、発行回数を年２回に変更し

た。少しでも発行遅れがなくなるよう、発行は

年２回だが編集会議は年４回行い編集作業に努

めた。内容は、会員の業務に身近で役立つもの

となるよう心がけ、また、会員へも呼びかけて

それぞれが持っている知恵を募集し、それらを

記事として掲載した。

図書の出版作業は『わかる医学用語」の改訂

版を依頼中だが、著者の業務が多忙なため発行

には至っていない。平成26年度には発行したい

と考える。

部員については、突然の異動により、年度途

中で前垣氏（八鹿病）が退部となり残念であっ

た。前垣氏には、年度末までオブザーバーとし

て編集活動に協力いただいた。嬉しいことに、

平成26年度は岩瀬氏（国京医）が新たに入部す

ることとなった。新戦力としての期待が高まる。

長年同じメンバーだけで編集作業を行うと掲載

内容に偏りが生じるため、今後も新メンバーの

加入を心待ちにしている。

平成26年度は３冊発行をめざし、発行の遅れ

を取り戻せるよう部員全員で協力していきたい。

原稿の執筆や特集の提案など、会員の皆さまか

らの積極的な協力が得られるよう期待している。

３．部員

部長：井上智奈美（三菱京）

部員：寺津裕子（ 関労災）

前垣志穂（八鹿病）

２０１３年１０月１日～オブザーバー参

加

病院図書館2014;34(1)

増田徹（藍野大）

松尾知香（石切病）

１－２－３．統計調査部

1．活動報告

平成２５年度の統計調査は、平成２４年度の実

状について調査した。

調査項目は「詳細」と「簡易」を隔年交互に

実施しているが、平成２５年度は簡易調査の年に

あたっていた。

2．図書室統計調査報告書の発行

ａ調査対象期間：２０１２年４月１日～2013年

３月３１日

ｂ，調査対象：全121会員施設中、賛助会員

を除く１１７施設に依頼

ｃ，調査項目：年次統計調査

ｄ・作業経過：

２０１３年８月１５日調査用紙を各施設へ発送

２０１３年８月１９日ホームページに統計調査

発送の告知と回答依頼

２０１３年９月３０日回答締切日

２０１３年１０月３０日第１回督促作業

２０１３年１２月集計開始

２０１４年１月３０日データチェック、集計

方法検討

２０１４年２月１日報告書発送

2014年３月９日報告書（修正分）発送

ｅ、回答施設：９７施設（回答率829％）

3．文献の相互利用一平成24年度協議会全体で

の件数一

（2014年３月９日）

〈相互貸借依頼〉（97施設）

協議会会員8,242（20.9％）

会員以外の病院3,220（8.2％）

大 学 図 書 館 1 4 . 7 9 9 （ 3 7 . 5 ％ ）

文献手配業者9.412（23.8％）

国ウ国会図書館1,692（4.3％）

その他２，１１６（5.4％）

39,481（100.0％）

－１０５－
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く相互貸借受付〉

協議会会員

会員以外の病院

その他

(97施設）

8.674

7,307

2,323

(47.4％）

(39.9％）

(12.7％）

18.304（100.0％）

4．今年度総括

平成２５年度は簡易調査を行った。平成２４年

度調査時は１０１施設（85.6％）からの回答で

あったが、平成２５年度調査では、最終的に９７

施設（82.9％）からの回答を得ることができた。

８月１５日に調査用紙を送付し、督促も１回行っ

たが、その後の郵送で送られたｌ施設の到着が

確認できず、データが加えられなかった件が発

生しており、今後は集計票の受け取り・確認方

法について検討が必要。

２０１４年２月１４日の役員会にて、統計調査結

果の相互貸借受付部分に数字の不整合がある旨

の指摘を受け、修正部分を再送することとなっ

た。今後は集計作業についても細心の注意を

払っていきたい。

集計については前回の簡易調査と形態を同じ

にしたが、回答用紙ならびに記入方法の説明に

さらなる工夫および解釈の統一が必要と思われ

る。

今回集計結果の公開についてアンケートを

行った。この数字を生かすべく、平成26年度は

公開を了承した施設に対しては、了承した施設

の実データ送付を進めたいと思っている。報告

書の作成方法や様式についても今後の課題とし

たい。

統計調査は当協議会活動の一つであり、会発

足初期から開始され、病院図書館の貴重な資料

となっている。平成25年度の調査ではおおむね

会員施設の協力を得ることができたが、督促を

しても無関心な施設があり、協議会活動の在り

方を考えさせられた。統計調査報告はネット

ワークの動向を知る基礎資料であることをふま

え、統計調査への参加は会員の義務という認識

をいまいちど推し進め、一層のご協力をお願い

したい。

５．部員

部長：畑

部 員： 椎木

美之（阪警察）

淳美（京都桂）

１－２－４．ホームページＷＧ

１・活動報告

２０１３年９月ホームページ修正用ソフト

AdobeContribute65を購入し

配布

（事務局､研修部､会誌編集部、

目録サポートチーム、ホーム

ページＷＧ）

２０１３年１２月ウェブサイト改修注文契約の

締結

２０１４年１月テストサイトにて進捗状況の

確認を開始

２０１４年２月改修作業中

2．今年度総括

平成25年度は５人で活動を行った。

ソフトを各事業部に配布したことでテキスト

程度の修正を各部で行うことができ、情報発信

がよりスムーズになった。

当協議会ホームページは、会員の要望を受け

て再改修を行った。コンテンツを特別に追加す

ることはなく、ページ上の配列を変更した。会

員専用ページ「コミュニティサイト」は名称と

デザインを変更し、当協議会内での利用ルール

を作った。コミュニティサイトは正式名称を

｢近畿病院図書室協議会会員専用ページ｣、愛称

を「近図雲」と決め、改修を行った。

平成26年度は近図雲が会員に浸透するよう研

修会などを通じて使い方を説明することや、近

図雲の活用促進のための活動を行う。また、保

守料金の見直しを行うことなどサイトの適切な

運用につとめる。

３．部会

第１回２０１３年５月２５日（土）茨木４名

第２回２０１３年８月４日（日）茨木５名

第３回２０１３年１１月３０日（日）茨木４名

－１０６－
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４．部員

部長：寺漂裕子（ 関労災）

部員：井上智奈美（三菱京）

前垣志穂（八鹿病）

２０１３年１０月１日～オブザーバー

参加

増田徹（藍野大）

松尾知香（石切病）

１－２－５．目録サボートチーム

1．活動報告

(1)近畿病院図書室協議会所蔵雑誌目録Ｗｅｂ

版（KITOcat）概要（平成26年１月時点）

https:／/www､melinjp／

登録機関数：１１６機関

くフルテキストパッケージの電子ジャーナルタイ

トル除いたもの〉

登録タイトル数：3,672タイトル

所蔵レコード数：24,999レコード

<フルテキストパッケージ〉

メディカルオンラインの登録

タイトル数（機関数）：９６７タイトル（22）

ClinicalKeyの登録

タイトル数（機関数）：５３８タイトル（３）

ProQuestの登録

タイトル数（機関数）：1,041タイトル（１）

<KITOcatの全レコード数〉

雑誌タイトル数：15,346タイトル

全所蔵レコード数：83,487レコード

参加図書館（室）ネットワーク数：４

(2)近畿病院図書室協議会所蔵雑誌目録Ｗｅｂ

版利用状況

雑誌検索利用ログ*’

２０１３年１月～３月（KinkiWebcat）：13.038

２０１３年６月～1２月（KITOcat）：67,242

機関検索利用ログ*’

２０１３年１月～３月（KinkiWebcat）：1.562

２０１３年６月～1２月（KITOcat）：7,014

トップページアクセスログ*’

病院図書館2014;34(１）

２０１３年１月～３月（KinkiWebcat）：７，１５１

2013年６月～1２月（KITOcat）：12,869

*'：KinkiWebcatとKITOcatでは集計方法が

異なるシステムになった。また、２０１３年４～５

月の利用状況は新ログシステム更新前で、集計

方法が異なり合計の対象とされず、その間の

ネットワーク個別の集計がない。

(3)目録サポートチーム会議

第１回２０１３年１０月２７日（日）大阪６名

2．今年度総括

平成25年度、目録サポートチームは４名で活

動した。活動として円滑な会員間の文献複写の

相互利用につながるよう、会員の実情に合わせ

るよう努めた。フルテキストデータベースの一

括登録をはじめとして、電子ジャーナル書誌マ

スタの登録を始めるなど、KITOcatの整備を行

い、今後の運用についての会議を開催した。

平成２３年度より、旧目録KinkiWebcatと同

システムを使用している東海地区医学図書館協

議会（TOMcat）と目録システム業者（ナレッ

ジヮイヤ）との合同協議を行っていた新目録シ

ステムであるKITOcatが、２０１３年４月に本稼

働した。KITOcatはＴＯＭｃａｔとの合同システム

になっただけでなく、新たに他図書館ネット

ワークの参加も可能となったことで、廉価で

Ｗｅｂの特性を生かした広がりのある目録システ

ムとなった。また、他図書館ネットワークとの

合同利用になったため、書誌についてはＮＡＣＳＩＳ

準拠となり、従来のように独自の書誌マスタの

登録や、目録システムの改修も難しくなった。

しかし、独自性が失われても会員のための目録

および相互利用（ILL）システムとして活用を

図るため、従来の郵送による通知に加え、当協

議会ホームページ上での案内なども含めて会員

に対し細やかなサポートを行い、会員間の円滑

な相互利用（ILL）を目指し、活動を行ってい

きたいと考えている。

今後の活動について会員の皆さまには目録お

よび相互利用（ILL）システムの活性化を図る

ため、目録サポートチームへの新部員として参

－１０７－
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加をお願いしたい。

３．部 員

部長：川野填樹（京二赤）

部員：春日井泉江（名記念）

高須賀京子（松山市）

高橋員由美（島根）

１－３．会員業績（当協議会内関係での発表は

除く）

（１）春日井泉江（名記念）

近畿病院図書室協議会の紹介：現在の活動と

東海目録との関わり

第２７回静岡県医療機関図書室連絡会定例会．

研修会

２０１３年６月７日

(2)春日井泉江（名記念）

近畿病院図書室協議会：KinkiWebcatから

KITOcatへ

ぶつ<とらつく2013;２２(1)：8-11.

(3)川野填樹（京二赤）

事例報告：相互利用（ILL）

日赤図書館雑誌2013;20(1)：28-31.

(4)岡本美春（姫路赤）ほか

日赤図書室協議会の活動紹介：設立20周年を

迎えて

第４９回日本赤十字社医学会総会

２０１３年１０月１７日

(5)繁定繁乃（広赤病）ほか

日赤図書室協議会による電子ジャーナル・コン

ソーシアムの取組み

第４９回日本赤十字社医学会総会

2013年１０月１７日

－１０８－
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議案Ⅱ平成25年度会計・監査報告

(資料ｌ）平成25年度予算

■収入の部 (単位：円）

科目 金額 備考

正会員会費 3,480,000 １１６施設×30.000円

賛助会員会費 250000 ５施設×50,000円

購読会員会費 １０８ 000 １８施設×6.000円

広告掲載料 370000 31巻×３社、３２巻×４社

前年度繰越金 4,362068

合計 8,570068

■支出の部

科目 金額 備考

〔事業費〕

研修部 500,000

会誌編集部 500,000
32巻ｌ～４号分＠５万、３３巻分４回（２回２万、２回５万)、取材費

など

統計調査部 200.000 平成24年度統計送料なども含む。

ホームページＷＧ 140000

目録サポートチーム 150000

対外活動費 250000 関連団体への派遣費用

その他事業 700000 研究助成金３件、交流会２回、新規事業など

事業費合計 2.440000

〔管理費〕

会誌発行費 3.760,000 32巻、３３巻６号分×41万、本出版費用（波口氏130万）

目録メンテナンス費 150000 月額１万円

ＨＰメンテナンス費 1.200000 272,550円（平成24)、改修費

資料費 2３ 000 情報の科学と技術20,916円

資料管理費 4０ 000 協議会資料

会議費 １００ 000 総会、幹事会（総会は平成23,24年度分）

旅費交通費 250000 総会参加助成金３万円×５人を含む

通信運搬費 １００ 000 郵送１回につき約１万円

印刷製本費 5０ 000 総会資料など

諸謝金 5５ 000 総会特別講師５万円（平成２３年度分）

消耗品費 150000 封筒代含む

業務委託費 2０ 000

予備費 200000

雑費 3２ 068

管理費合計 6.130068

合計 8.570068
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1ｍ

（資料2）平成２５年度活動計算諜

平成２５年３月１日～平成26年２月２８日 (単位：円）

病院例iIド館2014:34(1)

②

③
④

①＋③＝9.315.946
②＋④＝9.315.946

－１１０－

科目

Ｉ縫常収統

１．受取会雛

正会貝

賛助会典

正会貝入会金

伐助会典入会金

２．受収寄付金

３．１i推収綿

会総雌読会11ｉ

研修会参加盤

広帯掲戦料
刊行物売上

メディカルオンライン使用料

4．その他収統

利息
雑収入

維備収維計

Ⅱ経細Y川

1．ツド業独

研修部

会誌細集部

統計澗在部
ホームベージＷＧ

iI録サポートチーム

対外活動班

その他耶業

邪業搬計

2．櫛埋没

会誌発行猟

Ⅲ録メンテナンス費
ＨＰメンテナンス費

凌料班
燐料笹理費

会談澱

旅賀交通没

通信巡搬班

印刷製本搬
詣謝金

消耗IVI1Ii

業務委託1ゼ
イM税公課

Willillli
雑眺

1,1:〕:I似'iii1．

経州畑111iＩ

l111Ul正味財産増減額

前川繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

金額

3.480.000

200.000

10.000

０

150.000

24.000

370000

712.829

6.156

893

368.778

277.701

87.862

96.690

54,600

86.900

137.340

1,613.635

126.420

598.470

２１．３５７

5.670

５１‘257

103,130

128‘232

37.680

30,000

49.000

Ｏ

'1００

０

8.220

3,690.000

０

1‘262985

893

1,109,871

2.773‘471

4.953.878

3.883‘342

1,070.536

4,362.068

5.432.604



(資料３）平成２５年度経常盤用事業盤内訳

1．事業費

研修部

会誌編集部

心声山一･

浦Cｉ計調査部

ホームペーージＷＧ

目録ＳＴ

対外活動

その他の事業

事業別合計

会議費 旅費交通費

58.879 97.830

16‘737 69,140

3.325 3.720

Ｈ 2,200

13.500 4１．１００

６ 76.860

98.830 38,510

191271 329,360

平成２６年２月２８日現在

科 目

Ｉ資産の部

1．流動資産

手元現金

三井'住友銀行

ゆうちよ銀行（総合）

ゆうちよ銀行（振替）
amazon用口座

流動資産合計

2．固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1．流動負債

流動負債合計

2．固定負債
固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財･産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債および正味財産合計

通信運搬費 印刷製本費 資料識 諸謝金 消耗品盤

19200 5.896 ０ 163.000 7.690

72.370 ０ ０ llO‘OOO 4.800

20.900 5７．１１７ ０ Ｈ ０

490 ０ ０ 、 94.000

ﾛ ０ ０ ﾛ ０

9 ０ ０ 10‘０４０ ０

６ 、 ０ ０ 、

112.960 63.013 ０ 283,040 106.490

(盗料４）貸借対照表兼財睦目録

220.767

１１１

3.438,622

1‘485‘865

287.239

－１１１－

金額

5.432.604

０

０

０

4.362.068

1,070,536
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(単位：円）

業務委託費 雑費 計

０ 16.283 368.778

Nｉ 4.654 277.701

2,800 ﾛ 87‘862

０ ９ 96,690

〔〕 ０ 54.600

０ Ｈ 86.900

ﾛ ６ 137‘340

2.800 20.937 1.109.871

(単位：円）

5.432.604

０

5.432.604

5432,604
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議案Ⅲ統計調査実データ開示について

統計調査部は各会員施設よりの調査データを

取りまとめた形式で報告しているが、実データ

の開示・閲覧を希望する施設もあり、アンケー

トを行った結果をふまえ、現在のとりまとめ形

式と開示を容認する施設館間のみ開示を行える

ようにしたいと考える。

（提案者：統計調査部）

議案Ⅳ．機関リポジトリ構築に向けて

の、プロジェクトチームの設

置について

第２９回医学情報サービス研究大会のワーク

シヨップ「リポジトリで発信する医療情報一病

院図書館との連携一」に、病院図書館として参

加したときから、病図協として機関リポジトリ

とのかかわりについて考えることとなった。２

月に行われた第132回研修会では、研修に先立

ちメーリングリストを立ち上げ、研修会当日に

おいてもさまざまな立場の方から機関リポジト

リについて講義を聞き、会員内におけるリポジ

トリについての認識や理解が広がりはじめてい

る。

機関リポジトリの構築は、そこへ論文をアッ

プする施設だけが恩恵を受けるのではなく、会

員その他の施設がそれらの資料をたやすく利用

できるようになり、さらには根本的な学術情報

流通のあり方を変えることのできる社会的に意

義のある事業である。

平成26年度においては、事務局内に病図協リ

ポジトリのプロジェクトチームをおき、各施設

の紀要発行状況やその著作権の状況、会員館の

リポジトリヘの意向などを調査して、病図協に

おけるリポジトリの構築について検討していき

たいと考えている。

（提案者：事務局）
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議案Ｖ・平成26年度活動方針

研修会や勉強会は、平成25年度の活動を継続

していきたい。会誌の発行は年２回だが、槙口

恵子氏の「わかる医学用語」改訂版を出版する。

ホームページは会員専用ページを改修し、会員

間および幹事・事務局・各部と会員との間の新

たなコミュニケーションのあり方を実現させた

い。KITOcatは、Ｗｅｂ目録および相互利用シ

ステムとしての適切な運用を目指す。

平成26年度は、機関リポジトリについて、病

図協としての方向を決めていくことになる。病

図協として支えていく人材の確保だけでなく、

各会員館における努力も多くのものが要求され

るだけに、会員の姿勢が問われることになる。

議案Ⅵ．平成26年度事業計画

１．教育研修活動

＊研修会・勉強会の開催

＊研修会参加交通費の助成

＊関連団体の研究・研修会への案内と参加

奨励

＊研究助成金制度の継続

＊総会参加助成制度の継続

＊地域交流会の開催

2．出版広報活動

＊会誌「病院図書館」の発行

＊図書の出版

＊ホームページの公開とそのメンテナンス

＊会誌・会報バックナンバーの収集保存お

よび公開

＊ニュースレターの発行

3．医学文献情報活動

＊医学雑誌現行情報の収集

＊雑誌総合Ｗｅｂ目録の維持・管理

＊機関リポジトリ構築についての検討

4．年次統計などの調査活動

＊年次統計と相互貸借の調査

5．対外活動

＊関連団体との交流・連携

－１１３－
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議案Ⅶ．平成２６年度予算

(溢料6）平成２６年度予算案

■収入の部 (単位：円）(単位：円）

科 目 金額 愉考

正会員会費 3.480.000 116施設×30.000円

賛助会員会捜 200,000 ４施設×50,000円

賊読会員会溌 96,000 32施般×3.000円（１６施設は入金済み）

広告掲赦料 110.000 33巻×４社

前年度繰越金 5,432.604

合計 9.318.604

■支出の部

科目 金額 備考

〔事業賛〕

研修部 500.000

会誌編集淵 400.000 33-34巻１～2号分＠５万、取材磯など

統計澗査淵 200.000

ホームページＷＧ 100,000

目録サポートチーム 400.000 研修会１同

対･外活動MＩＩ 600,000 関辿剛体への派遣澱用

その他到峨 1,800.000 研究助成金、交流会、瞥維配布、新規事業など

事業班合簡 4‘OOqOOO

〔管理畑

会誌発行班 3‘000.000 33巻、３４巻各２号４冊分×４１万、本出版費用

胤録メンテナンス班 150,000 〃額１万I１ｊ

ＨＰメンテナンス班 300.000 j]補２万円

満料11ｔ 25‘０００ '|W報の科学と技術20,9161.11

盗料杵Ｊ１戦 40,000 協縦会盗料

会識I1i IOO‘0００ 農、牌１１i会

旅凹交通11｛ 300,00(） 総会参川l助成金３万''1×５人を含む

迩儒迩搬班 120‘０００

印刷製本澱 50.000 総会洗料など

撒洲金 55000 総会 |棚lliiW師料など

消耗ＩＨＩ盤 500.000 協識会術!’ ,の盤備、バッジ作製など

業務義託11｛ 20‘０００

予１１||職 400,0()(）

雑IＩｉ 258,604

管理1M合Iil． 5,318,604

合計 9.318.604

－１１４－


